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は
じ
め
に

　

立
教
大
学
理
学
部
は
、
一
九
四
九
年
の
新
制
大
学
発
足
時
に
、

我
が
国
で
最
初
に
設
立
さ
れ
た
私
立
大
学
理
学
部
の
ひ
と
つ
で
あ

る
。
理
化
学
研
究
所
（
以
下
理
研
と
略
す
）（1）

か
ら
兼
任
講
師
と

し
て
立
教
理
科
専
門
学
校
に
出
講
し
て
い
た
杉
浦
義
勝

（
一
八
九
五
―
一
九
六
〇
）
が
主
事
に
指
名
さ
れ
、
専
門
学
校
を

改
組
し
て
理
学
部
を
設
置
す
る
に
あ
た
っ
て
実
質
的
な
仕
事
を

し
、
初
代
理
学
部
長
に
着
任
し
た
こ
と
は
、『
立
教
大
学
の
歴
史
』

が
伝
え
る
と
お
り
で
あ
る

（2）

。
一
九
六
〇
年
、
現
職
教
授
で
あ
っ

た
杉
浦
の
逝
去
に
あ
た
り
、
理
研
以
来
の
二
九
年
間
に
お
よ
ぶ
交

流
が
あ
っ
た
理
学
部
教
授
・
中
川
重
雄
は
追
悼
文
を
『
立
教
』
に

寄
稿
し

（3）

、
辞
世
の
詩
句
を
紹
介
し
た
。「
ク
レ
メ
ン
ト
杉
浦
義

勝
葬
送
式
順
序
」（4）

に
も
記
載
さ
れ
、
会
葬
者
に
配
布
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

愛
よ
り
い
で
　ゝ

愛
に
帰
る　

こ
れ
が
人
生

夕
暮
れ
の
山
路
の
果
て
を
指
し
て　
一
人
で
歩
い
て
行
き
ま
す

振
り
返
っ
て　

ニ
ッ
コ
リ

皆
さ
ん　

さ
よ
う
な
ら　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

あ
　ゝ

愉
し
か
っ
た

こ
れ
に
接
し
て
杉
浦
の
人
柄
を
想
い
起
し
、「
ニ
ッ
コ
リ
笑
わ

れ
た
先
生
が
私
共
を
見
て
い
る
よ
う
だ
」
と
感
じ
た
の
は
、
中
川

ひ
と
り
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
も
、
そ
れ
は
日
本
人
だ
け

に
は
と
ど
ま
ら
な
い
。
こ
の
詩
句
が
み
き
夫
人
の
手
に
よ
っ
て
英

訳
さ
れ
、
デ
ン
マ
ー
ク
・
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
在
住
の
ニ
ー
ル
ス
・

ボ
ー
ア
（
一
八
八
五
―
一
八
六
二
）
夫
妻
に
送
ら
れ
、
返
信
が
来

世
界
の
友
へ
の
微
笑
が
え
し

―
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
に
伝
え
ら
れ
た
理
学
部
創
設
者
の
心
―

中
根
美
知
代

〔
研
究
ノ
ー
ト
〕
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て
い
る
の
で
あ
る
。
ボ
ー
ア
が
所
長
を
勤
め
て
い
た
理
論
物
理
学

研
究
所
は
世
界
に
開
か
れ
て
い
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る

（5）

。
杉

浦
の
辞
世
の
詩
句
は
広
範
囲
に
伝
え
ら
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

杉
浦
は
、
一
九
二
五
年
秋
か
ら
二
七
年
春
に
か
け
て
ボ
ー
ア
の

研
究
所
に
滞
在
し
て
お
り
、
そ
こ
で
の
体
験
は
彼
が
理
学
部
を
構

想
す
る
上
で
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
。
本
稿
で
は
、
杉
浦
み

き
と
ボ
ー
ア
の
書
簡
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
理
学
部
の
来
歴
を

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
と
の
つ
な
が
り
の
視
点
か
ら
捉
え
る
こ
と
を
試

み
た
い
。

（
一
）
杉
浦
の
海
外
留
学
と
量
子
力
学

一
九
二
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
三
〇
年
代
初
め
に
か
け
て
、
杉

浦
は
量
子
力
学
と
呼
ば
れ
る
分
野
に
か
か
わ
る
理
論
的
な
成
果
を

い
く
つ
も
挙
げ
た

（6）

。
特
に
有
名
な
の
は
、
水
素
分
子
の
結
合
状

態
を
示
す
ハ
イ
ト
ラ
ー
・
ロ
ン
ド
ン
の
理
論
を
補
完
し
た
仕
事
で

あ
る
。
こ
の
理
論
は
関
連
す
る
領
域
を
学
ぶ
上
で
の
基
礎
的
な
事

柄
と
さ
れ
て
お
り

（7）

、
杉
浦
の
名
前
が
教
科
書
で
言
及
さ
れ
る
こ

と
も
あ
る

（8）

。

杉
浦
は
ま
た
、
量
子
力
学
を
日
本
に
移
入
・
普
及
す
る
う
え

で
、
も
っ
と
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
人
物
の
一
人
で
も
あ

る
。
一
九
二
八
年
春
、
帰
国
後
た
だ
ち
に
行
っ
た
講
演
「
新
量
子

力
学
と
そ
の
応
用
」
に
は
、
当
時
の
物
理
学
会
の
大
物
の
み
な
ら

ず
、
学
生
・
若
い
研
究
者
が
多
く
参
集
し
、
影
響
を
受
け
た

（9）

。

湯
川
秀
樹
の
自
伝
的
回
想
『
旅
人
』（10）

に
は
、
一
九
三
〇
年
に
京

都
大
学
で
量
子
力
学
の
集
中
講
義
を
行
っ
た
杉
浦
義
勝
の
名
前
が

記
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
講
義
に
出
席
し
、
ほ
ど
な
く
理
研
に
入
所

し
た
朝
永
振
一
郎
は
、
杉
浦
の
想
い
出
を
『
量
子
力
学
と
私
』
や

『
ス
ピ
ン
は
め
ぐ
る
』
で
記
し
て
お
り

（11）

、
東
京
で
の
量
子
力
学

の
研
究
会
・
勉
強
会
の
中
心
に
杉
浦
が
い
た
こ
と
も
触
れ
て
い

る
（12）

。量
子
力
学
と
い
う
と
近
寄
り
が
た
い
が
、
今
日
、
日
常
的
に

使
っ
て
い
る
パ
ソ
コ
ン
・
電
子
レ
ン
ジ
・
携
帯
電
話
な
ど
は
こ
の

成
果
を
生
か
し
て
作
り
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
原
子
爆
弾
も
原

子
力
発
電
も
、
こ
の
理
論
に
基
づ
く
考
察
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
。

今
日
で
は
、
中
学
校
や
高
校
の
理
科
の
時
間
に
、
原
子
核
の
周

り
に
い
く
つ
か
の
電
子
が
ま
わ
っ
て
い
る
原
子
モ
デ
ル
を
学
ぶ
。

ボ
ー
ア
の
最
も
重
要
な
仕
事
は
、
こ
の
よ
う
な
原
子
の
モ
デ
ル
を

採
択
し
、
電
子
の
振
る
舞
い
に
よ
っ
て
、
ス
ペ
ク
ト
ル
線
の
状
況

や
物
質
の
化
学
的
な
変
化
を
説
明
し
た
こ
と
で
あ
る
。
当
時
の
科

学
者
た
ち
は
、
一
九
一
三
年
に
発
表
さ
れ
た
こ
の
モ
デ
ル
に
基
づ

い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
実
験
を
試
み
、
一
七
世
紀
以
来
積
み
上
げ
ら

れ
て
き
た
伝
統
的
な
理
論
を
適
用
し
て
、
観
測
さ
れ
た
現
象
を
解

析
・
説
明
し
て
い
っ
た
。
ボ
ー
ア
の
着
想
は
、
量
子
論
と
呼
ば
れ

る
分
野
を
確
立
し
、
一
九
二
二
年
、
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞

す
る
。
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一
九
二
〇
年
代
に
入
る
と
、
こ
の
手
法
が
行
き
詰
ま
っ
て
き

た
。
そ
こ
で
、
原
子
や
電
子
の
よ
う
な
微
視
的
な
も
の
を
扱
う
場

合
に
は
、
伝
統
的
な
物
理
学
に
は
見
ら
れ
な
い
考
え
方
が
必
要
と

い
う
認
識
が
生
ま
れ
て
き
た
。
微
視
的
な
世
界
で
は
、
位
置
と
運

動
量
を
同
時
に
正
確
に
決
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
光
や
物
質

は
波
動
と
粒
子
の
二
重
性
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
振
る
舞
う
と

い
っ
た
理
解
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
世
界
観
を
踏
ま
え
て
量
子
力

学
が
作
ら
れ
た
。
一
九
二
四
年
か
ら
一
九
二
七
年
に
か
け
て
、
ハ

イ
ゼ
ン
ベ
ル
ク
（
一
九
〇
一
―
一
九
七
六
）・
シ
ュ
レ
デ
ィ
ン

ガ
ー
（
一
八
八
七
―
一
九
六
一
）・
デ
ィ
ラ
ッ
ク
（
一
九
〇
二
―

一
九
八
四
）
に
代
表
さ
れ
る

（13）

よ
う
な
、
若
い
物
理
学
者
た
ち
が

主
導
し
て
基
礎
的
な
部
分
が
集
中
的
に
作
ら
れ
た
。
時
と
し
て
哲

学
的
な
論
争
も
含
ま
れ
る
議
論
に
ボ
ー
ア
た
ち
も
加
わ
っ
た
。
量

子
論
は
新
し
い
見
方
を
取
り
こ
ん
で
、
さ
ら
に
発
展
し
て
い
っ
た

の
で
あ
る

（14）

。

一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
の
量
子
論
の
研
究
拠

点
は
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
、
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
で

あ
っ
た

（15）

。「
量
子
力
学
」
と
い
う
名
称
は
、
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
を

率
い
た
ボ
ル
ン

（16）

（
一
八
八
二
―
一
九
七
〇
）
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
研
究
者
た
ち
は
、
こ
れ
ら
の
研
究
拠
点
を
移
動
し
な
が
ら
研

鑽
を
積
ん
だ
。
た
と
え
ば
ハ
イ
ゼ
ン
ベ
ル
ク
は
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の

ゾ
ン
マ
ー
フ
ェ
ル
ト
（
一
八
六
八
―
一
九
五
一
）（17）

の
下
で
学
位

を
取
り
、
ボ
ル
ン
の
助
手
、
ボ
ー
ア
の
助
手
を
経
て
、
一
九
二
八

年
に
ラ
イ
プ
チ
ヒ
大
学
で
教
授
に
な
っ
て
い
る

（18）

。
こ
れ
ら
の
研

究
拠
点
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
み
な
ら
ず
、
何
名
も
の
北
米
や
ア

ジ
ア
か
ら
の
研
究
者
が
行
き
来
し
て
い
た

（19）

。

日
本
は
、
明
治
維
新
に
伴
っ
て
西
欧
の
物
理
学
を
急
速
に
取
り

入
れ
る
よ
う
に
な
る
。
東
京
帝
国
大
学
物
理
学
科
教
授
、
理
研
の

主
任
研
究
員

（20）

で
あ
っ
た
長
岡
半
太
郎
（
一
八
六
五
―
一
九
五
〇
）

が
、
自
身
の
研
究
や
弟
子
の
育
成
を
通
じ
て
、
一
九
一
〇
年
代
に

は
、
日
本
の
物
理
学
を
西
欧
の
水
準
に
引
き
上
げ
た
と
評
価
さ
れ

る
こ
と
が
多
い

（21）

。
よ
う
や
く
追
い
つ
い
た
と
思
っ
た
頃
、
西
欧

で
は
ま
っ
た
く
新
し
い
物
理
学
が
準
備
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

杉
浦
は
、
東
京
帝
国
大
学
在
学
中
に
、
長
岡
の
指
導

（22）

の
下

で
、
分
光
学
の
先
端
の
研
究
に
か
か
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
大
学

卒
業
後
、
日
本
光
学
株
式
会
社
に
入
社
す
る
が
、
二
年
後
、
理
研

に
移
り
長
岡
研
究
室
に
所
属
す
る
。
大
学
時
代
か
ら
引
き
続
い

て
、
ス
ペ
ク
ト
ル
線
の
実
験
的
な
研
究
で
成
果
を
挙
げ
、

一
九
二
四
年
に
学
位
を
取
得
し
た
。
同
年
秋
に
パ
リ
・
ソ
ル
ボ
ン

ヌ
大
学
で
こ
の
分
野
を
率
い
る
フ
ァ
ブ
リ
（
一
八
六
七
―

一
九
四
五
）
の
下
へ
留
学
、
ほ
ぼ
一
年
後
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
へ
移

り
、
理
論
の
研
究
を
始
め
る
。
一
九
二
七
年
春
か
ら
は
ゲ
ッ
チ
ン

ゲ
ン
に
移
り
、
秋
ま
で
滞
在

（23）

、
米
国
を
経
て
一
九
二
八
年
一
月

に
帰
国
し
、
三
年
強
の
留
学
を
終
え
て
い
る
。
ま
さ
し
く
量
子
力

学
建
設
中
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
身
を
お
い
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
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（
二
）
ボ
ー
ア
と
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
理
論
物
理
学
研
究
所

　

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
大
学
理
論
物
理
学
研
究
所
は
、
ボ
ー
ア
の
尽

力
に
よ
り
一
九
二
一
年
に
開
所
し
た
。
量
子
論
の
研
究
は
物
理

学
・
化
学
の
双
方
に
か
か
わ
っ
て
い
た
の
で
、「
物
理
学
研
究
所
」

で
は
、
化
学
の
研
究
も
な
さ
れ
て
い
た
。
デ
ン
マ
ー
ク
の
財
団
か

ら
の
援
助

（24）

も
あ
っ
て
、
多
く
の
外
国
人
を
受
け
入
れ
て
お
り
、

一
九
二
七
年
に
は
二
四
名
の
外
国
人
が
滞
在
し
て
い
た

（25）

。
日
本

か
ら
も
、
杉
浦
に
加
え
て
、
仁
科
芳
雄
（
一
八
九
〇
―

一
九
五
一
：
帰
国
後
理
研
主
任
研
究
員
）・
堀
健
夫
（
一
八
九
九

―
一
九
九
四
：
旅
順
工
大
・
北
大
）・
青
山
新
一
（
一
八
八
二
―

一
九
五
九
：
東
北
大
の
ち
に
理
研
）・
木
村
健
二
郎
（
一
八
九
六

―
一
九
八
八
：
東
大
・
理
研
兼
任
）
が
一
九
二
五
年
か
ら
二
七
年

前
後
に
滞
在
し
て
い
た

（26）

。
彼
ら
は
、
量
子
力
学
の
作
ら
れ
て
い

く
現
場
で
、
杉
浦
に
関
し
て
い
え
ば
、
の
ち
に
重
水
素
の
発
見
で

ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞
し
た
米
国
の
ユ
ー
リ
ー
（
一
八
九
一
―

一
九
八
三
）
と
共
著
の
論
文
を
著
し
た
り
、
ボ
ー
ア
や
ハ
イ
ゼ
ン

ベ
ル
ク
に
助
言
を
求
め
な
が
ら
課
題
を
設
定
し
た
り

（27）

、
新
し
い

着
想
を
得
た
ば
か
り
の
シ
ュ
レ
デ
ィ
ン
ガ
ー
が
研
究
所
を
訪
れ
、

ボ
ー
ア
か
ら
の
質
問
責
め
に
参
っ
て
い
る
場
面
に
立
ち
会
っ
た

り
（28）

、
来
所
し
て
い
た
研
究
者
た
ち
と
山
に
登
り
な
が
ら
議
論
し

た
（29）

り
し
て
、
研
究
を
進
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
運
営
が
で
き
た
の
は
、
ボ
ー
ア
の
研
究
所
が
持
っ

て
い
た
、
権
威
を
認
め
ず
、
自
由
で
活
発
な
議
論
に
基
づ
く
共
同

作
業
に
よ
っ
て
新
し
い
も
の
を
発
見
し
て
い
こ
う
と
す
る
雰
囲
気

で
あ
る
。
こ
れ
は
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
精
神
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
研

究
上
の
成
果
と
と
も
に
、
留
学
生
た
ち
は
、
こ
の
精
神
を
体
感
し

て
帰
国
し
た
。
帝
国
大
学
で
は
難
し
く
て
も
、
仁
科
・
杉
浦
ら
の

所
属
す
る
理
研
は
、
こ
の
よ
う
な
雰
囲
気
が
持
ち
込
め
る
環
境
で

あ
っ
た

（30）

。

　

留
学
生
た
ち
は
、
時
折
、
郊
外
に
あ
る
ボ
ー
ア
の
別
荘
に
招
か

れ
、
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
夫
人
や
、
子
供
た
ち
と
一
緒
に
過
ご
し
た
。

マ
ル
ガ
レ
ー
テ
は
、
日
本
の
留
学
生
た
ち
が
皆
親
切
だ
っ
た
こ

と
、
特
に
仁
科
と
杉
浦
は
親
切
で
、
い
つ
も
子
供
た
ち
の
相
手
を

し
て
く
れ
た
と
述
べ
て
い
る

（31）

。
こ
の
よ
う
な
ひ
と
時
も
ま
た
、

研
究
所
訪
問
者
た
ち
の
印
象
に
残
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

一
九
三
七
年
四
月
、
ボ
ー
ア
夫
妻
と
二
男
ハ
ン
ス
が
来
日
す

る
。
東
京
・
東
北
・
京
都
・
大
阪
の
各
帝
大
で
の
講
演
と
観
光
の

合
間
に
、
彼
ら
は
日
本
の
研
究
者
の
家
族
と
も
私
的
な
交
流
を

持
っ
た

（32）

。�

み
き
が
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
に
宛
て
た
一
九
三
八
年
四
月

二
一
日
付
の
手
紙
に
は

（33）

、
一
緒
に
生
け
花
の
先
生
宅
を
訪
問
し

た
こ
と
や
当
時
義
勝
宅
に
同
居
し
て
い
た
杉
浦
の
母
へ
の
言
及
が

あ
る
。
杉
浦
も
、
家
族
ぐ
る
み
で
ボ
ー
ア
一
家
を
歓
待
し
た
の

だ
っ
た
。
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（
三
）
理
学
部
の
構
想
と
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
精
神

杉
浦
に
関
す
る
歴
史
研
究
が
待
た
れ
て
い
る
現
在
、
彼
の
生
涯

に
わ
た
る
研
究
成
果
を
ま
と
ま
っ
た
形
で
目
に
す
る
こ
と
は
で
き

な
い

（34）

。
し
か
し
、『
立
教
大
学
理
学
部
三
〇
年
史
』
か
ら
は
、

杉
浦
の
学
徳
が
あ
っ
て
こ
そ
、
優
秀
な
教
授
陣
が
結
集
し
、
私
立

大
学
理
学
部
と
い
う
挑
戦
的
な
試
み
が
実
現
し
た
こ
と
が
う
か
が

わ
れ
る

（35）

。

私
立
大
学
の
理
学
部
設
立
に
あ
た
り
、
一
般
的
に
一
番
大
き
な

問
題
と
な
る
の
は
限
ら
れ
た
予
算
で
あ
る
。
杉
浦
は
部
長
会
に
お

い
て
、
他
の
総
合
大
学
に
追
従
し
な
い
で
、
理
論
物
理
・
数
学
・

化
学
・
数
理
哲
学

（36）

を
中
心
と
す
れ
ば
経
費
が
軽
減
で
き
る
こ
と

を
述
べ

（37）

、
学
科
構
想
を
練
っ
た
。
数
学
科
の
人
選
に
つ
い
て

は
、
杉
浦
は
東
京
大
学
数
学
科
教
授
弥
永
昌
吉
に
相
談
し
た
。
そ

の
紹
介
で
北
海
道
大
学
よ
り
着
任
し
た
吉
田
洋
一
が
、
一
九
五
〇

年
、
そ
し
て
一
九
五
二
年
か
ら
一
九
六
〇
年
ま
で
の
長
き
に
わ

た
っ
て
学
科
長
を
務
め
、
数
学
教
室
の
基
礎
を
作
っ
た

（38）

。

化
学
科
の
人
事
に
あ
た
っ
て
は
、
杉
浦
は
無
機
系
教
授
の
人
選

の
相
談
を
東
京
大
学
化
学
科
の
木
村
健
二
郎
に
持
ち
か
け
て
い

た
（39）

。
木
村
は
、
杉
浦
と
同
じ
時
期
に
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
に
留
学

し
て
い
た
の
み
な
ら
ず
、
第
一
高
等
学
校
理
科
で
も
同
期

（40）

、
帰

国
後
は
と
も
に
理
研
に
在
籍
し
て
い
た
関
係
で
あ
る
。
有
機
系
教

授
の
人
選
は
、
理
学
部
設
立
と
と
も
に
理
研
か
ら
移
っ
た
村
地
孝

一
の
親
戚
、
大
阪
大
学
の
赤
堀
四
郎
が
依
頼
さ
れ
て
い
る
。

物
理
学
科
の
構
想
は
杉
浦
自
身
が
練
っ
た
。
小
規
模
で
も
国
立

大
学
に
劣
ら
な
い
水
準
の
物
理
学
科
を
作
る
た
め
に
、
分
野
を

絞
っ
て
そ
こ
に
集
中
す
る
と
し
た
の
が
彼
の
方
針
だ
っ
た

（41）

。
専

門
学
校
時
代
か
ら
勤
務
し
、
後
に
立
教
大
学
総
長
に
な
っ
た
佃
正

昊
は
、
杉
浦
が
次
の
よ
う
に
語
っ
た
こ
と
を
回
想
し
て
い
る

（42）

。

第
二
次
大
戦
前
、
ボ
ー
ア
は
、
戦
争
が
終
わ
っ
て
ま
た
よ
い
時
代

が
き
た
と
き
に
、
ど
の
よ
う
な
物
理
学
が
出
発
す
る
だ
ろ
う
か
と

い
う
こ
と
を
コ
ン
パ
で
語
っ
た
際
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
の
「
三
つ
の

Ｅ
」
を
挙
げ
た
。
エ
レ
マ
ン
（élém

ent

）・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル

（ensem
ble

）・
エ
ト
ワ
ー
ル
（étoile

）
で
あ
る
。
杉
浦
は
こ
れ

ら
を
、
素
粒
子
・
生
物
物
理
・
原
子
核
に
な
ぞ
ら
え
た
の
だ
と
。

各
分
野
の
教
員
と
し
て
理
研
か
ら
、
渡
辺
慧
・
村
地
孝
一
・
中
川

重
雄
が
招
聘
さ
れ
た
。

物
理
学
科
設
立
に
あ
た
っ
て
は
、
理
研
か
ら
の
人
材
の
提
供
は

欠
か
せ
な
か
っ
た
。
当
時
、
理
研
の
長
は
仁
科
芳
雄
で
あ
っ
た
。

理
研
で
の
サ
イ
ク
ロ
ト
ロ
ン
の
建
造
、
日
本
で
の
原
子
爆
弾
の
開

発
（43）

、
湯
川
・
朝
永
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
才
能
あ
る
若
い
研

究
者
を
発
掘
し
た
こ
と
で
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
弟
子
と
と
も
に

取
り
組
ん
だ
原
子
核
に
か
か
わ
る
物
理
学
の
研
究
は
、
そ
の
医

学
・
生
物
学
へ
の
応
用
ま
で
含
め
た
幅
広
い
も
の
だ
っ
た

（44）

。
村

地
の
研
究
課
題
は
仁
科
と
大
き
く
か
か
わ
っ
て
い
た
し
、
修
士
課

程
設
置
時
に
理
研
か
ら
招
聘
さ
れ
た
田
島
英
三
と
武
谷
三
男

（45）

は
、
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仁
科
研
究
室
出
身
で
あ
る
。
仁
科
は
「
一
個
人
の
研
究
よ
り
も
教

育
と
い
う
こ
と
は
ず
っ
と
意
義
が
あ
る
」
と
杉
浦
に
語
っ
た
、
と

中
川
は
記
す

（46）

。
仁
科
か
ら
も
激
励
さ
れ

（47）

、
彼
ら
は
、
私
立
大

学
理
学
部
と
い
う
先
駆
的
な
仕
事
に
挑
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。

専
門
学
校
か
ら
の
改
組
で
あ
る
か
ら
、
も
ち
ろ
ん
設
備
は
な

い
。
し
か
し
、
杉
浦
は
「
実
験
の
道
具
な
ど
は
昔
は
み
ん
な
手
で

作
っ
た
の
だ
か
ら
こ
さ
え
な
が
ら
行
け
ば
よ
い
。」（48）

と
し
た
。
杉

浦
自
身
が
、
名
人
芸
的
な
腕
前
で
、
学
生
を
指
導
し
な
が
ら
、
ガ

ラ
ス
細
工
で
器
具
を
作
っ
た

（49）

。
初
期
の
理
学
部
で
の
簡
単
な
実

験
装
置
は
皆
学
生
の
手
作
り
だ
っ
た
が
、
こ
れ
は
却
っ
て
学
生
に

は
有
益
だ
っ
た
と
中
川
は
回
想
す
る

（50）

。
実
験
道
具
を
自
分
た
ち

で
作
る
の
だ
と
い
う
杉
浦
の
信
条
は
恩
師
ボ
ー
ア
の
教
え
で
あ
ろ

う
と
、
杉
浦
と
懇
意
に
し
て
い
た
竹
田
鐵
三
チ
ャ
プ
レ
ン
は
記
し

て
い
る

（51）

。

佃
に
よ
れ
ば
、
杉
浦
は
ボ
ー
ア
の
と
こ
ろ
に
い
た
話
を
よ
く
し

て
お
り
、
学
問
と
い
う
の
は
い
ろ
い
ろ
な
分
野
の
人
が
壁
を
取
り

払
っ
て
一
緒
に
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
語
っ
て
い
た

（52）

。
ま

た
、
化
学
科
教
授
萩
谷
彬
を
招
聘
す
る
際
に
、「
こ
じ
ん
ま
り
し

た
、
和
気
藹
々
た
る
も
の
に
し
た
い
」「
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を

排
し
、
共
同
研
究
が
で
き
る
様
な
場
に
し
た
い
」
と
い
う
願
い
が

杉
浦
か
ら
語
ら
れ
た

（53）

。
そ
し
て
、
理
学
部
の
基
盤
が
整
え
ら
れ

た
一
九
五
八
年
頃
に
い
た
っ
て
も
、
村
地
が
「
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン

精
神
」
の
こ
と
を
し
ば
し
ば
い
っ
て
い
た
と
物
理
学
科
教
授
松
平

頼
暁
は
回
想
す
る

（54）

。

立
教
大
学
で
学
び
、
の
ち
に
物
理
学
科
教
授
に
な
っ
た
窪
田
信

三
は
、
杉
浦
は
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
数
人
で
議
論
す
る
雰
囲
気
が

物
理
を
進
め
る
上
で
重
要
と
考
え
て
い
た
こ
と
を
回
想
し
て
い

る
。
ま
た
、
創
設
当
時
か
ら
学
部
四
年
生
向
け
に
輪
講
が
あ
っ

た
。
出
席
者
が
も
ち
ま
わ
り
で
、
最
新
の
論
文
を
紹
介
し
、
そ
れ

に
対
し
て
参
加
者
が
質
問
し
た
り
、
中
身
を
検
討
し
た
り
す
る
こ

と
に
よ
り
、
論
文
に
関
連
す
る
事
柄
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
く
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
四
年
生
に
課
さ
れ
る
輪
講
は
当
時
と
し
て
は

め
ず
ら
し
い
こ
と
、
そ
の
時
杉
浦
は
一
番
前
の
席
に
座
り
、
に
こ

に
こ
し
な
が
ら
学
生
に
話
し
か
け
て
い
た
こ
と
も
窪
田
は
記
し
て

い
る
。
輪
講
で
は
当
初
は
教
員
も
報
告
し
た
が
、
話
し
手
が
教
授

で
あ
ろ
う
と
学
問
的
に
お
か
し
い
も
の
は
お
か
し
い
と
だ
れ
も
が

自
由
に
意
見
を
述
べ
て
お
り
、
遠
慮
な
く
質
問
す
る
雰
囲
気
を
作

る
よ
う
教
員
た
ち
が
方
向
づ
け
て
い
た
と
い
う

（55）

。

日
本
初
の
私
立
大
学
理
学
部
を
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
精
神
の
あ
ふ

れ
る
場
に
し
よ
う
。
こ
れ
は
、
権
威
を
重
ん
じ
ざ
る
を
え
な
い
国

立
大
学
で
は
難
し
い
こ
と
だ
。
杉
浦
の
意
図
は
、
こ
の
よ
う
な
と

こ
ろ
に
あ
っ
た
と
察
せ
ら
れ
る
。

（
四
）
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
へ
の
訃
報

　

理
学
部
創
設
か
ら
十
一
年
、
大
学
院
博
士
課
程
も
整
備
さ
れ
つ
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つ
あ
る
中
で
、
杉
浦
は
六
五
歳
で
逝
去
し
た
。
こ
の
こ
と
を
知
ら

せ
る
た
め
、
み
き
が
ボ
ー
ア
夫
妻
へ
出
し
た
手
紙
が
、
ボ
ー
ア
一

家
の
私
的
書
簡
集
の
中
に
残
さ
れ
て
い
る
。

D
ecem

ber�30th�1960

（56）

D
ear�Professor�and�M

rs.�N
iels�Bohr:

���T
hank�you�very�m

uch�for�the�Christm
as�card�w

ith�
the�charm

ing�picture.
���A

fter�on�and�off�the�sickbed�in�the�past�tw
elve�

m
onths�m

y�husband�has�passed�aw
ay�for�em

physem
a�

of�lungs�on�the�7th�of�this�m
onth.

���O
nly�consolation�I�have�is�that�he�w

ent�aw
ay�

peacefully,�thanking�you�and�all�he�acquainted�w
ith�his�

life�as�you�w
ill�see�from

�the�little�verse�w
hich�he�w

rote�
early�this�m

onth�and�w
ished�m

e�to�send�it�every�one�
he�knew

.�H
is�verse�is-

From
�Love�did�w

e�com
e;

T
o�Love�-�Y

es,�to� Love�-�W
e�return

T
his�is�life.

A
nd�now

�in�the�dusk�of�evening
O

n�a�m
ountain�path,�to�the�end�just�ahead,

I�w
alk�forw

ard�alone,
T

urning�now
�to�look�back�and�sm

ile,

Goodbye,�everyone.�T
hank�you.

A
h,�how

�pleasant�it�w
as!
D

ecem
ber�1960

A
t�sickbedY

oshikatsu�Sugiura�

Sincerely,
M

iki�Sugiura

　
（
訳
）

一
九
六
〇
年
一
二
月
三
〇
日

ニ
ー
ル
ス
・
ボ
ー
ア
教
授
、
奥
様

か
わ
い
ら
し
い
絵
柄
の
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

こ
こ
一
二
か
月
ば
か
り
、
病
気
で
寝
た
り
起
き
た
り
し
て
い
た

杉
浦
が
、
今
月
七
日
、
肺
気
腫
の
た
め
亡
く
な
り
ま
し
た
。

た
だ
一
つ
救
わ
れ
ま
し
た
こ
と
は
、
先
生
や
奥
様
を
は
じ
め
、
生

前
知
り
合
う
こ
と
が
で
き
た
す
べ
て
の
方
々
に
感
謝
し
つ
つ
、
安
ら

か
に
逝
っ
た
こ
と
で
す
。
杉
浦
が
、
今
月
は
じ
め
に
病
床
で
し
た

た
め
た
、
ち
ょ
っ
と
し
た
詩
を
ご
覧
に
な
れ
ば
、
そ
の
気
持
ち
は
お

分
か
り
か
と
思
い
ま
す
。
杉
浦
は
こ
れ
を
、
知
遇
を
得
た
あ
ら
ゆ

る
方
に
送
っ
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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（
中
略
：
杉
浦
の
辞
世
の
詩
句
）

一
九
六
〇
年
一
二
月　

病
床
に
て　
　

杉
浦
義
勝　

か
し
こ杉

浦
み
き

　

辞
世
の
詩
句
は
最
期
を
み
と
っ
た
竹
田
チ
ャ
プ
レ
ン
が
聞
き

取
っ
た
言
葉

（57）

で
あ
る
か
ら
、
杉
浦
自
身
が
こ
こ
に
あ
る
よ
う
な

意
思
表
示
を
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。
英
訳
し
、
ボ
ー
ア
に
送
っ

た
の
は
、
み
き
の
判
断
で
あ
ろ
う
。
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
で
、
デ
ィ

ラ
ッ
ク
や
後
に
米
国
の
原
爆
開
発
を
指
揮
し
た
オ
ッ
ペ
ン
ハ
イ

マ
ー
と
一
緒
に
下
宿
し
、
彼
ら
の
素
顔
に
触
れ
な
が
ら
研
究
に
い

そ
し
ん
だ
日

（々58）

、
帰
国
後
の
世
界
の
研
究
者
た
ち
と
の
文
通
、

来
日
し
た
研
究
者
を
時
に
は
自
宅
に
招
い
て
の
接
待
。
コ
ペ
ン

ハ
ー
ゲ
ン
時
代
の
み
な
ら
ず
、
杉
浦
は
、
世
界
の
人
々
と
の
つ
な

が
り
の
中
で
研
究
者
と
し
て
の
生
涯
を
送
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
来

し
方
を
振
り
返
っ
た
み
き
は
、
彼
が
微
笑
を
返
し
た
「
み
な
さ

ん
」
は
、
世
界
中
の
知
り
合
い
だ
と
解
釈
し
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
受
け
て
、
ボ
ー
ア
は
、
以
下
の
よ
う
な
返
信
を
み
き
に

送
っ
た
。

February�8,�1961

（59）

D
ear�M

rs.�Sugiura

���M
y�w

ife�and�I�w
ere�very�grieved�from

�your�kind�
letter�to�learn�that�your�husband�has�passed�aw

ay�on�
D

ecem
ber�7th.�A

s�w
ell�from

�his�stay�in�Copenhagen�as�
from

�our�unforgetful�visit�to�Japan�w
e�have�m

ost�
treasured�rem

em
brances�of�his�kind�and�noble�

personality,�and�w
e�w

ere�very�m
oved�by�the�beautiful�

verse�he�w
rote�on�his�sick-bed,�so�characteristic�of�his�

fine�m
ind�and�attitude�to�all�aspect�of�his�life.

���W
e�both�send�you�our�kindest�greetings�and�

w
arm

est�w
ishes.

Y
ours�Sincerely,

　
（
訳
）

一
九
六
一
年
二
月
八
日

杉
浦
博
士
の
奥
様

丁
寧
な
お
手
紙
で
御
夫
君
が
一
二
月
七
日
に
逝
去
さ
れ
た
と
の

お
知
ら
せ
を
い
た
だ
き
、
家
内
も
私
も
深
い
悲
し
み
に
浸
っ
て
お

り
ま
す
。
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
に
滞
在
さ
れ
て
い
た
時
に
、
ま
た
私

た
ち
の
忘
れ
が
た
い
日
本
訪
問
の
際
に
、
御
夫
君
の
優
し
く
品
格

あ
る
人
柄
に
触
れ
た
こ
と
が
、
も
っ
と
も
貴
重
な
思
い
出
で
す
。

そ
し
て
、
病
床
で
書
い
た
と
い
う
美
し
い
詩
に
は
、
人
生
の
あ
ら

ゆ
る
状
況
に
処
す
る
、
彼
の
素
晴
ら
し
い
心
の
持
ち
方
と
態
度
が
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滲
み
出
て
お
り
、
私
た
ち
は
大
変
心
を
打
た
れ
た
次
第
で
す
。

　

私
た
ち
の
精
一
杯
の
お
慰
め
の
気
持
ち
を
お
納
め
く
だ
さ
い
。

草
々
（
控
え
に
つ
き
署
名
省
略
）

ボ
ー
ア
も
ま
た
、
辞
世
の
詩
句
の
中
に
杉
浦
の
人
柄
を
見
た
の

で
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

杉
浦
義
勝
の
名
前
と
そ
の
業
績
は
、
断
片
的
と
は
い
え
、
物
理

学
者
・
化
学
者
、
科
学
史
家
の
間
で
は
あ
る
程
度
は
知
ら
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
彼
と
立
教
大
学
理
学
部
が
結
び
付
け
ら
れ
る
こ
と

は
ま
ず
な
い
。
今
日
で
は
、
学
内
に
お
い
て
も
、
理
学
部
創
立
者

が
ど
れ
ほ
ど
業
績
の
あ
る
物
理
学
者
だ
っ
た
か
を
知
る
者
は
ほ
と

ん
ど
い
な
い
。
こ
の
両
者
を
関
係
づ
け
る
と
、
立
教
大
学
理
学
部

の
立
ち
位
置
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
見
方
を

得
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

今
日
で
は
、
ボ
ー
ア
研
究
所
と
呼
ば
れ
て
い
る
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ

ン
の
理
論
物
理
学
研
究
所
に
は
、
ボ
ー
ア
の
書
斎
が
残
さ
れ
て
い

る
。
仕
事
机
の
脇
に
は
、
鎌
倉
の
大
仏
を
前
に
、
ボ
ー
ア
一
家
が

理
研
の
何
名
か
と
と
も
に
写
っ
て
い
る
写
真
が
飾
ら
れ
て
お

り
（60）

、
そ
こ
に
は
、
当
時
の
杉
浦
も
写
っ
て
い
る
。
コ
ペ
ン
ハ
ー

ゲ
ン
で
は
、
こ
の
よ
う
な
形
で
立
教
大
学
理
学
部
と
の
ゆ
か
り
が

記
憶
さ
れ
て
い
た
。

謝
辞ボ

ー
ア
と
杉
浦
み
き
が
や
り
と
り
し
た
書
簡
の
存
在
は
、
ニ
ー

ル
ス
・
ボ
ー
ア
文
書
館
か
ら
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
立
教
学

院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
の
田
中
智
子
様
に
は
、
学
内
で
の
資
料
収
集

に
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
立
教
大
学
理
学
部
卒
業
生
の

一
守
俊
寛
氏
、
佐
藤
勝
造
氏
に
は
、
貴
重
な
資
料
を
提
供
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

註（1）

渋
沢
栄
一
の
提
言
を
受
け
、
時
の
首
相
大
隈
重
信
が
設
立
を
決
定
し
た
、
物

理
・
化
学
の
研
究
を
中
心
と
す
る
研
究
所
。
皇
室
か
ら
の
下
賜
金
、
政
府
か
ら
の

補
助
金
、
民
間
か
ら
の
寄
付
金
を
も
と
に
、
財
団
法
人
と
し
て
、
一
九
一
七
年
に

文
京
区
駒
込
に
設
立
さ
れ
た
。
財
閥
解
体
司
令
が
引
き
金
と
な
り
、
一
九
四
八
年

に
解
散
す
る
が
、
株
式
会
社
「
科
学
研
究
所
」
と
し
て
引
き
継
が
れ
、
五
八
年
に

特
殊
法
人
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
独
立
行
政
法
人
と
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

（2）

立
教
大
学
立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー
編
『
立
教
大
学
の
歴
史
』、
二
〇
〇
七

年
、
二
〇
八
―
二
一
六
頁
。

（3）

中
川
重
雄
、「
杉
浦
先
生
を
偲
ぶ
：
愛
よ
り
い
で
て
愛
に
帰
る
」、『
立
教
』、

二
〇
号
、
一
九
六
一
年
。
中
川
は
杉
浦
に
引
き
続
き
、
一
九
五
一
年
か
ら

一
九
五
七
年
に
か
け
て
理
学
部
長
を
務
め
た
。

（4）

杉
浦
の
葬
儀
は
、
準
大
学
葬
と
し
て
、
一
九
六
〇
年
一
二
月
一
一
日
、
立
教
学

院
諸
聖
徒
礼
拝
堂
に
て
執
り
行
わ
れ
た
。「
葬
送
式
順
序
」
は
杉
浦
研
究
室
で
学
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（14）

前
期
量
子
論
お
よ
び
そ
こ
か
ら
量
子
力
学
が
導
か
れ
て
い
く
過
程
に
関
す
る
簡

潔
な
記
述
と
し
て
は
、
江
沢
洋
、「
二
〇
世
紀
初
頭
に
物
理
学
が
変
わ
っ
た
」、
玉

木
英
彦
、
江
沢
洋
編
『
仁
科
芳
雄
』、
み
す
ず
書
房
、
二
〇
〇
五
年
、
六
三
―

八
〇
頁
に
所
収
。

（15）

ア
ブ
ラ
ハ
ム
・
パ
イ
ス
著
、
西
尾
成
子
ほ
か
訳
『
ニ
ー
ル
ス
・
ボ
ー
ア
の
時

代
・
（
一
）』、
二
〇
〇
七
年
、
み
す
ず
書
房
、
二
〇
二
頁
。

（16）　

一
九
五
四
年
、
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞
。
ハ
イ
ト
ラ
ー
・
ロ
ン
ド
ン
の
研
究

を
補
完
す
る
杉
浦
の
仕
事
は
、
ボ
ル
ン
の
も
と
で
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
ボ
ル

ン
は
自
伝
の
な
か
で
“Many�foreign�students�com

e�to�w
ork�w

ith�m
e.�T

o�
start�w

ith�the�exotics,�there�w
ere�som

e�Indians�and�Japanese;�of�the�
latter�several�becom

e�w
ell-know

n�physicists,�such�as�Sugiura

”と
記
し

て
い
る
。M

ax�Born,� M
y life,�p.235,�1978,�T

aylor�&
�Francis.�

な
お
、
歌
手

の
オ
リ
ビ
ア
・
ニ
ュ
ー
ト
ン
＝
ジ
ョ
ン
は
ボ
ル
ン
の
孫
で
あ
る
。

（17）

杉
浦
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
滞
在
し
な
か
っ
た
が
、
ゾ
ン
マ
ー
フ
ェ
ル
ト
が

一
九
二
八
年
に
来
日
し
た
際
、
付
添
い
の
通
訳
を
務
め
、
有
益
な
議
論
を
し
た
こ

と
が
、
ゾ
ン
マ
ー
フ
ェ
ル
ト
の
日
記
に
記
さ
れ
て
い
る
。M

ichael�Eckert,�
A

rnold Som
m

erfeld,�Springer,�2013,�p.328.

（18）

デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
Ｃ
・
キ
ャ
シ
デ
ィ
著
、
金
子
務
監
訳
『
不
確
定
性
』、

一
九
九
八
年
、
白
揚
社
、
五
五
三
―
五
五
七
頁
に
あ
る
ハ
イ
ゼ
ン
ベ
ル
ク
の
年
譜

か
ら
確
認
で
き
る
。

（19）

日
本
か
ら
留
学
し
た
量
子
論
の
研
究
者
名
に
つ
い
て
は
、
日
本
物
理
学
会
編

『
日
本
の
物
理
学
史
（
上
）』、
一
九
七
八
年
、
東
海
大
学
出
版
、
三
〇
三
頁
に
記

載
が
あ
る
。
ま
た
、
前
出
の
『
仁
科
芳
雄
』
四
八
頁
に
、
一
九
二
〇
年
か
ら

一
九
三
〇
年
に
か
け
て
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
研
究
所
に
滞
在
し
た
外
国
人
名
の

一
覧
が
あ
る
。

（20）　

主
任
研
究
員
は
、
各
帝
国
大
学
に
自
由
に
研
究
室
を
置
く
が
こ
と
が
で
き
、
理

ん
だ
理
学
部
卒
業
生
一
守
俊
寛
氏
の
提
供
に
よ
る
。

（5）

ボ
ー
ア
の
生
涯
と
研
究
所
に
つ
い
て
の
一
般
向
け
の
解
説
書
と
し
て
は
、
た
と

え
ば
、
西
尾
成
子
『
現
代
物
理
学
の
父
ニ
ー
ル
ス
・
ボ
ー
ア
』、
中
公
新
書
、

一
九
九
三
年
。

（6）

中
根
美
知
代
、「
手
紙
類
に
見
る
杉
浦
義
勝
の
海
外
留
学
」、『
物
理
学
史
ノ
ー

ト
』、
二
〇
一
三
年
出
版
予
定
。

（7）

ハ
イ
ト
ラ
ー
・
ロ
ン
ド
ン
の
理
論
に
つ
い
て
は
、
量
子
化
学
の
基
本
的
な
教
科

書
、
た
と
え
ば
原
田
義
也
、『
量
子
化
学
』、
裳
華
房
、
一
九
七
八
年
、
二
一
三
―

二
一
四
頁
、
中
島
威
・
藤
村
勇
一
、『
現
代
量
子
化
学
の
基
礎
』、
共
立
出
版
、

一
九
九
九
年
、
一
四
〇
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（8）

た
と
え
ば
、
ラ
イ
ナ
ス
・
ポ
ー
リ
ン
グ
、
小
泉
正
夫
訳
『
化
学
結
合
論
』、

一
九
六
二
年
、
一
八
頁
。

（9）

武
藤
俊
之
助
、「
日
本
に
お
け
る
固
体
量
子
論
の
草
分
け
の
頃
」、『
物
性
』、
第

四
巻
、
第
一
号
、
一
九
七
三
年
、
一
―
八
頁
。
こ
の
講
演
録
は
杉
浦
義
勝
、「
新

量
子
力
学
と
其
応
用
」、『
日
本
物
理
学
会
史
』、
第
二
巻
附
録
、
一
九
二
八
―

一
九
二
九
年
、
一
四
―
八
八
頁
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

（10）　

湯
川
秀
樹
、『
旅
人
』、
一
九
五
八
年
、
朝
日
新
聞
社
、
二
四
三
頁
。

（11）

朝
永
振
一
郎
、『
量
子
力
学
と
私
』、
一
九
九
七
年
、
岩
波
文
庫
版
、
二
六
―

二
九
頁
、
お
よ
び
『
ス
ピ
ン
は
め
ぐ
る
』（
新
版
）、
二
〇
〇
八
年
、
み
す
ず
書

房
、
二
六
四
―
二
八
六
頁
。

（12）

た
だ
し
、
彼
ら
は
、
翌
年
な
さ
れ
た
仁
科
芳
雄
の
講
義
の
方
に
深
く
感
銘
を
受

け
、
上
述
し
た
文
献
で
は
仁
科
の
影
響
を
強
調
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
量
子
力
学

を
日
本
に
普
及
し
た
の
は
、
仁
科
ひ
と
り
の
仕
事
と
思
わ
れ
て
い
る
場
合
も
多
い
。

（13）

ハ
イ
ゼ
ン
ベ
ル
ク
は
、
一
九
三
二
年
に
、
シ
ュ
レ
デ
ィ
ン
ガ
ー
と
デ
ィ
ラ
ッ
ク

は
一
九
三
三
年
に
共
同
で
、
ノ
ー
ベ
ル
物
理
学
賞
を
受
賞
し
た
。
彼
ら
の
仕
事
に

つ
い
て
は
、
西
尾
、
前
出
に
手
短
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
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研
か
ら
そ
こ
へ
、
研
究
員
や
予
算
を
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
た
と
え
ば
朝
永
、

前
出
、『
量
子
力
学
と
私
』、
三
三
頁
。
長
岡
の
場
合
は
、
一
九
二
六
年
に
東
京
帝

大
を
定
年
退
職
し
た
が
、
一
九
二
二
年
か
ら
理
研
主
任
員
を
併
任
し
て
い
た
。
木

村
正
路
（
一
八
八
三
―
一
九
六
二
）
の
よ
う
に
、
京
都
帝
国
大
学
教
授
兼
理
研
主

任
研
究
員
と
い
う
場
合
も
何
件
か
あ
っ
た
。

（21）

安
孫
子
誠
也
ほ
か
、『
は
じ
め
て
読
む
物
理
学
の
歴
史
』、
二
〇
〇
七
年
、
ベ
レ

出
版
、
二
八
一
―
二
八
三
頁
。

（22）

長
岡
と
共
著
で
発
表
し
た
論
文
は
、
板
倉
聖
宣
ほ
か
、『
長
岡
半
太
郎
伝
』、

一
九
七
三
年
、
朝
日
新
聞
社
、
巻
末
の
長
岡
の
業
績
一
覧
に
見
る
こ
と
が
で
き

る
。
同
書
で
は
、
ふ
た
り
の
か
か
わ
り
が
散
発
的
に
記
さ
れ
て
い
る
。

（23）

中
川
は
前
出

（3）
で
、
杉
浦
は
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
を
経
て
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
に
向

か
っ
た
と
し
て
い
る
。『
立
教
大
学
理
学
部
五
〇
年
誌
』、（
二
〇
〇
一
年
刊
行
）、

一
九
七
頁
に
も
、
窪
田
信
三
に
よ
る
同
様
の
記
述
が
あ
る
。
し
か
し
、
杉
浦
自
身

の
回
想
録
に
は
、
ボ
ー
ア
の
紹
介
状
を
携
え
て
ボ
ル
ン
を
訪
ね
た
と
あ
る
の
で
、

実
際
は
逆
で
あ
る
。
杉
浦
義
勝
「
水
素
分
子
の
基
本
状
態
：
ゲ
ッ
チ
ン
ゲ
ン
の
思

い
出
」、『
化
学
の
領
域
』、
一
九
五
四
年
、
八
―
一
、一
一
―
一
五
頁
。
こ
の
こ
と

は
、
杉
浦
が
理
研
に
あ
て
た
手
紙
類
か
ら
も
跡
づ
け
ら
れ
る
。
中
根
、
前
出
。
杉

浦
の
回
想
録
に
は
、
ま
ず
パ
リ
へ
行
っ
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

（24）　

パ
イ
ス
、
前
出
、
三
二
一
―
三
二
六
頁
。

（25）　

西
尾
、
前
出
、
一
五
八
頁
。

（26）

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
研
究
所
滞
在
者
の
手
記
が
、
前
出
『
仁
科
芳
雄
』
に
所
収

さ
れ
て
い
る
。
木
村
健
二
郎
、「
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
仁
科
博
士
」、
三
三
―
四
五

頁
、
堀
健
夫
、「
ボ
ー
ア
・
グ
ル
ー
プ
と
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
精
神
」、
四
六
―
五
四

頁
。

（27）　

中
根
、
前
出
。

（28）　

中
根
良
平
ほ
か
編
、『
仁
科
芳
雄
往
復
書
簡
集
（
一
）』、
み
す
ず
書
房
、

二
〇
〇
六
年
、
六
一
頁
。

（29）　
『
立
教
大
学
理
学
部
五
〇
年
誌
』、
一
九
七
頁
。

（30）

朝
永
振
一
郎
、『
科
学
者
の
自
由
な
楽
園
』、
岩
波
文
庫
、
一
六
六
―
一
六
七

頁
、
一
七
九
頁
。

（31）

マ
ル
ガ
レ
ー
テ
・
ボ
ー
ア
、「
日
常
の
生
活
」、
前
出
『
仁
科
芳
雄
』、
二
〇
二

―
二
〇
八
頁
に
所
収
。

（32）　

木
村
健
二
郎
、
朝
永
振
一
郎
、「
ボ
ー
ア
先
生
の
八
ミ
リ
映
画
」、『
自
然
』、

一
九
七
四
年
一
月
号
、
四
四
―
五
一
頁
。
マ
ル
ガ
レ
ー
テ
・
ボ
ー
ア
、
前
出
。

（33）　

N
iels�Bohr�Private�Correspondence�

に
所
収
さ
れ
て
い
る
。
投
函
し
た

年
の
記
載
は
な
く
、
月
日
だ
け
書
か
れ
て
い
る
が
、
手
紙
の
内
容
か
ら
、
ボ
ー
ア

来
日
の
翌
年
の
一
九
三
八
年
と
推
定
さ
れ
る
。

（34）

た
と
え
ば
、
辻
哲
夫
、「
日
本
に
お
け
る
物
理
学
の
自
立
」、『
物
理
学
史
へ
の

道
』、
二
〇
一
一
年
、
こ
ぶ
し
書
房
、
一
一
八
―
一
九
五
頁
所
収
、
程
度
に
と
ど

ま
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
物
理
学
に
分
類
さ
れ
る
杉
浦
の
多
く
の
仕

事
が
、
化
学
史
で
論
じ
ら
れ
る
ハ
イ
ト
ラ
ー
・
ロ
ン
ド
ン
の
理
論
を
補
完
し
た
成

果
と
切
り
離
さ
れ
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

（35）　
『
立
教
大
学
理
学
部
三
〇
年
史
』、
一
九
七
九
年
、
一
五
三
―
一
五
四
頁
。

（36）

数
理
哲
学
に
か
ん
す
る
学
科
は
で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
哲
学
的
な
事
柄
を

包
含
す
る
こ
と
が
多
い
、
数
学
史
・
化
学
史
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
科
の
選
択
科
目

と
し
て
創
設
時
か
ら
設
置
さ
れ
て
い
た
。

（37）　
『
立
教
大
学
理
学
部
三
〇
年
史
』、
四
頁
。

（38）　

同
右
、
二
八
八
頁
。

（39）　

同
右
、
三
一
頁
。

（40）
『
第
一
高
等
学
校
一
覧
』（
大
正
三
―
四
年
）、
一
九
一
四
年
（
大
正
三
年
）、

一
三
八
頁
。

（41）　
『
立
教
大
学
理
学
部
三
〇
年
史
』、
二
三
頁
。
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（42）　

同
右
、
一
四
五
頁
。

（43）

た
と
え
ば
、
山
崎
正
勝
、『
日
本
の
核
開
発
：
一
九
三
九
―
一
九
五
五
』、
績
文

堂
、
二
〇
一
二
年
。
同
書
に
は
、
木
村
と
武
谷
に
関
す
る
記
述
も
あ
る
。

（44）

仁
科
の
業
績
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
、
前
出
、
玉
木
、
江
沢
編
『
仁
科
芳

雄
』。
同
書
に
は
、
田
島
も
寄
稿
し
て
い
る
。
ま
た
、
村
地
の
業
績
も
散
見
さ
れ

る
。

（45）　
『
立
教
大
学
理
学
部
三
〇
年
史
』、
一
二
七
頁
。

（46）　

中
川
、
前
出
。

（47）　
『
立
教
大
学
理
学
部
三
〇
年
史
』、
一
〇
五
頁
。

（48）

佐
々
木
順
三
、「
始
業
礼
拝
講
話
：
杉
浦
義
勝
先
生
を
偲
ぶ
」、『
チ
ャ
ペ
ル

ニ
ュ
ー
ス
』、
一
九
六
一
年
一
月
号
、
二
頁
。

（49）　
『
立
教
大
学
理
学
部
三
〇
年
史
』、
一
三
四
頁
お
よ
び
二
二
五
頁
。

（50）　

同
右
、
一
〇
七
頁
。

（51）　

同
右
、
一
二
二
頁
。

（52）　

同
右
、
一
四
六
―
一
四
七
頁
。

（53）　

同
右
、
一
一
四
頁
。

（54）　

同
右
、
一
三
四
頁
。

（55）　
『
立
教
大
学
理
学
部
五
〇
年
誌
』、
一
九
七
頁
。

（56）　

N
iels�Bohr�Private�Correspondence�

に
所
収
。

（57）　
『
立
教
大
学
理
学
部
三
〇
年
史
』、
一
二
三
頁
。

（58）　

杉
浦
、
前
出
。

（59）　

N
iels�Bohr�Scientific�Correspondence�

に
所
収
。

（60）　

玉
木
・
江
沢
編
、
前
出
『
仁
科
芳
雄
』
の
中
央
部
に
所
収
さ
れ
て
い
る
写
真
集

「
ボ
ー
ア
教
授
の
来
日
」
の
項
に
、
こ
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
一
三

年
六
月
に
筆
者
が
研
究
所
を
訪
問
し
、
確
認
し
た
。


